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シミュレーション結果と実物のハウスとの温度の誤
差は1.5程度に収まり、精度が上がってきている。超
低コストハウスについては、 農業新技術２００７に
選定され、普及されつつある。

スーパーコンピューターを利用した温室の環境調節手法の最適化

夏季は温室（ハウス）の中が高温になるため、一般には作物生産ができなくなります。こ
の問題の解決のため、温室の換気窓の開閉をシミュレーションすることにより換気方法を改
良し、室内の気温を下げることができれば作物の生産期間を延長することができ、温室の経
営が有利になります。

風向

図2 CFD解析によるハウス内の気流分布

（ケース1）ハウス内平均気流速：0.1m･s-1

（ケース2）ハウス内平均気流速：1.0m･s-1

（ケース3）ハウス内平均気流速：0.3m･s-1

（ケース4）ハウス内平均気流速：2.2m･s-1
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図3 CFD解析によるハウス内の気温分布
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（ケース1）ハウス内平均気温：38.7℃

（ケース2）ハウス内平均気温：32.1℃

（ケース3）ハウス内平均気温：33.4℃

（ケース4）ハウス内平均気温：30.6℃
風向

写真1 超低コストハウスの外観
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